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性暴力被害の現状と被害者支援
― 性暴力被害者支援看護師 （SANE） 養成プログラム―

堀部めぐみ

Ⅰ．はじめに

性暴力は魂の殺人と言われ，被害者の心身に与える影響は計り知れない．現在，被害者を支援するために
多くの医療職者が活動しており，とりわけ性暴力被害者支援看護師 （Sexual Assault Nurse Examiner ; 以下，
SANEと略す） の果たす役割は大きいと考える．筆者は，日本福祉大学が主催する「性暴力被害者支援看護職 
（SANE） 養成プログラム 2020」を受講し，65時間の課程を修了した．さらに，一般社団法人日本フォレン
ジック看護学会 （Japan Association of Forensic Nursing ; JAFN） が実施した2021年度の認定試験に合格し，
SANE-J （Sexual Assault Nurse Examiner-Japan ; 日本版性暴力被害者支援看護師） に認定されたため，本稿に
おいて SANE養成プログラムにおける学びについて報告する．

Ⅱ．性暴力被害の現状

性犯罪・性暴力の実態に即した処罰を行うため，明治 40年の制定以来 110年ぶりの 2017年に刑法が大
幅に改正された．これにより，強姦罪から強制性交等罪への変更，法定刑の厳罰化，非親告罪化，監護者によ
る性犯罪に関する規定が新設された．刑法の改正により，性犯罪・性暴力を看過しない社会的気運は高まりつ
つある．しかし，2019年に性犯罪に対する無罪判決が続き，女性らによる性暴力根絶を目指すフラワーデモ
が行われるなど，改正された刑法が被害者の救済策として十分であるとは言い難い状況にある．

2020年の強制性交等の認知件数は，1,332件 （検挙率 97.4％），強制わいせつは4,154件 （同 90.7％） で
ある．被害女性の年齢層別認知件数は，強制性交等では19歳以下が528件 （全年齢層の42.0%），20‒29歳
が 477件 （同 37.9%） である．同様に，強制わいせつは，19歳以下が1,726件 （同 43.2％），20‒29歳が 1,455
件 （同 36.4％） であり （警察庁，2021），強制性交，強制わいせつともに19歳以下の若年層が被害者全体の
およそ4割を占めている．2015年のわが国の人口10万人あたりの強制性交等の発生率は0.9 であり，フラ
ンスの20.1，米国の 38.7 （法務省，2021） に比してかなり低い数値である．性犯罪には暗数が多いと言われ
ており，実際には警察が認知できていないさらに多くの被害者が存在するとみられている．

各都道府県に性犯罪・性暴力被害者のためのワンストップ支援センターが整備され，被害後，早期に相談で
きる体制が整った．しかし，内閣府の調査では，無理やりに性交等をされた被害について，「どこ （だれ） に
も相談しなかった」と回答した人が最も多かった （女性 58.4％，男性70.6％）．相談した場合の相談先として
は，「友人・知人」が最も多く （女性 23.2％，男性 23.5％），「医療関係者」に相談した人 （女性 0.8％ ，男性
は記載なし） は，「警察」に相談した人 （女性 6.4% ，男性は記載なし）より低い結果であった．また，無理や
りに性交等された被害についてどこにも相談しなかった理由として，女性の49.3％が「恥ずかしくて誰にも
言えなかったから」と回答している （内閣府男女共同参画局，2021）．これらの結果から，被害者が医療機関
に相談する割合はきわめて低く，病院を受診することは心理的ハードルが高いと推察される．しかし，SANE
は，性暴力被害者の支援に関する専門的な知識を有し，被害者の早期回復に寄与することができる．そのため，
多くの人に SANEに関する情報を提供し，被害者が被害直後から支援を受けられる環境を整えることが喫緊の
課題である．

（実践報告）
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Ⅲ．SANEの定義と役割

1970 年代以降，米国において暴力被害の問題が深刻化したことから，これらの問題に対応するため，
1992年に国際フォレンジック看護学会が設立され，暴力の根絶，実態の把握と予防，多様な被害者支援，専
門職者の教育等および実践活動支援が行われている （加納ら，2016）．

フォレンジック （forensic） は日本語で，「法廷の，法的に関する」と翻訳されている．わが国では，2014
年に日本フォレンジック看護学会が設立され，性暴力のみならず，また，被害・加害を問わず，あらゆる暴力
に関連する健康問題への看護を提供するため活動している （加納ら，2016）．

フォレンジック看護の実践範囲は広く，なかでもフォレンジック看護において性暴力被害者への支援活動は
大きな比重を占める （加納ら，2016）．国際フォレンジック看護学会（International Association of Forensic 
Nurses : 以下，IAFNと略す）では，性暴力被害者への支援活動を遂行するために，性的暴力や性的虐待にあっ
た患者への法医学検査とフォレンジック看護について特化した教育を修了し，臨床実践の準備を整えている登
録看護師を SANEとしている （IAFN，2014）．

Ⅳ．SANE養成プログラムについて

１．受講までの経緯

筆者が臨床で勤務していた頃，配偶者からの暴力被害に遭っていた女性がいたが，当時は警察等への相談
を提案するなど一般的な対応しかできなかった．その後，辛い思いをされている方の力になりたいと思い続け
てきたが，支援に関する方策を知らず忸怩たる思いを抱えていた．そして昨年，性暴力被害者支援看護師を養
成する講習があることを知った．被害者に対して適切な支援を提供するためには，支援に関する科学的根拠に
基づいた知識の修得が必要不可欠である．SANE養成プログラムでは，被害者に対する心身のケアのみならず
法医学の知識や技術を修得することにより，被害者に対する全人的なケアのスキルを修得することができると
考え，本プログラムを受講した．

２．SANE養成プログラムでの学び

SANE として修得すべき内容は多岐にわたり，65時間の研修プログラムでは，対象者を全人的に理解し支
援するために必要となる知識について学修した．今回の研修は新型コロナウィルス感染症の蔓延により，全
40回のうち36回がWeb会議サービスによる講義だった．

性暴力被害者の被害後の行動として，警察へ通報する，病院あるいはワンストップ支援センターに相談する，
何もしないなどが想定されるが，被害者が警察等に来たことを想定して論を進める．警察や病院では，被害者
に対して被害状況の聴取および診察を行う．女性が性暴力被害を受けた場合，妊娠と性感染症の予防のために
検査および避妊薬の投与を行い，被害者が加害者を告訴する際に必要となる証拠を採取する．裁判では被害者
は，弁護士や検察官などから被害状況について証言を求められる．これらの期間において，被害者が身の危険
を感じる場合はシェルター等により保護する．このように，被害者に切れ目なく支援を提供するために多職種
による連携が図られる．そして SANEは，被害からの回復への道のりを共に歩む伴走者として，被害直後から
被害者に寄り添い支援する．

SANEの支援を必要とする被害者は女性に限らず，被害の内容も恋人など親密な関係にある，又はあった者
から振るわれる暴力 （domestic violence : ＤＶ），児童虐待等さまざまである．SANE研修では，多様な被害者
の支援に必要となる専門的な知識を修得するため，SANE，産婦人科医師，泌尿器科医師，児童精神科医師，
監察医，弁護士，検察官，医療ソーシャルワーカー，シェルタースタッフ，被害者支援団体，LGBT当事者等
の方々から講義を受けた．性暴力被害についてある程度の情報を得て研修に臨んだはずであったが，現実は
さらに過酷だった．受講中に被害者の苦しみが胸に迫り，1日の研修を終えるとかなり精神力を消耗した．対
面で行われた4回の研修では，被害者支援という志を同じくする看護師らが集まり情報交換することにより，
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気持ちを立て直すことができた．そして，これらの講義を受講することで，性暴力被害者を全人的に支援する
スキルを学修することができた．

Ⅴ．今後の課題

暴力は，対等でない関係においてパワーとコントロールにより行われる，被害者の人権を無視する行為で
ある．特に，性暴力は被害者の人格を踏みにじり，被害者の心身に長期にわたり回復困難な影響を及ぼす．そ
のため，被害者を支援するとともに，誰も犯罪の被害者にも加害者にもさせない，犯罪抑止に向けた予防的支
援が必要であると考える．また，周囲の者は傍観者になることなく，犯罪行為に対して一人ひとりが声を上げ
ることも重要である．今後は，SANEの活動の啓発とともに，性暴力の抑止に向けて様々な人を対象とした包
括的性教育を行い，自他の人権やジェンダーを尊重することの重要性について情報を発信していきたい．
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